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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，他者の運動観察が観察者の空間的注意および身体近
傍空間に影響を及ぼすかを解明することであった．実験１では，他者の到達運動およびスイッ
チング運動の観察が空間的注意に影響を及ぼすことがサッケード潜時（眼球運動計測）より明
らかとなった．この空間的注意の変化は，実際の到達運動中に見られた変化の方向と一致して
いた．実験２では，実験者と被験者が座位で対面した状況下において，被験者が実験者の到達
把持運動を観察する際の空間的注意をサッケード潜時から検討した．空間的注意の変化は，被
験者の利き手である右手に対して鏡像関係で一致する左手を用いて実験者が行う到達把持運動
を観察した時に明らかとなった．実験３では，物体への到達把持運動が身体近傍空間に及ぼす
影響を視覚－触覚干渉により検討した．その結果，運動開始直後から物体周辺にダイナミック
に身体近傍空間がシフトすること，このシフトは視線の影響を受けないことが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）：The main purpose of this study was to investigate effects of motor 
observation on spatial attention and peripersonal space. In the Exp. 1, it was found that 
observation of reaching (or switching) movements could shift spatial attention of 
observers. The direction corresponded to that elicited by actual arm movements. In the 
Exp. 2, right-handed subjects saw reach-to-grasp movements performed by an experimenter, 
sitting face to face with each other. When the experimenter used his left hand, the 
attentional shift could be observed. The Exp. 3 investigated effects of reach-to-grasp 
movements on peripersonal space with visuo-tactile interactions. Results showed that arm 
movements elicited dynamic shifts of peripersonal space toward the target. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の開始当初，研究代表者は腕の到達
運動（reaching movement）に伴って，視覚

的注意がダイナミックに移動することを報
告していた．この結果は，2008～2009年度に
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達運動に伴う視覚的注意の変化）の成果であ
る．また研究代表者は，リゾラッティらによ
って報告されていた他者の運動の観察が観
察者の運動マップを活性化するというミラ
ーニューロンシステム（ mirror neuron 
system）に興味を持っていた． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，他者の運動を観察するこ
とによって観察者の空間的注意および身体
近傍空間が変化するか否かを実験的に明ら
かにすることであった． 
 
３．研究の方法 
【実験 1】到達運動の観察に伴う空間的注意
の変容 
9 名の被験者が実験に参加した．実験は，

被験者の眼前に設置された 22 インチモニタ
ーにより呈示される他者によって行われる
腕運動の観察および実際の運動の条件から
構成された．観察条件では，被験者は以下の
３つのビデオクリップを観察した．１）ター
ゲット LEDが腕の運動中に左右に移動するが，
腕は決して動かない映像 (No Movement)，２）
ターゲットの移動方向に向けて腕を動かす
映像 (Switching)，３）ターゲットのジャン
プに関わらず，腕が中央の LEDに向かう映像
(Reaching) であった．被験者は，ターゲッ
トの移動方向に眼を素早く動かすことが求
められた．被験者の眼球運動が眼電図を用い
て計測され，サッケード潜時が計測された． 
 
【実験 2】対面状況における運動観察が空間
的注意に及ぼす影響 
テーブルを挟んで実験者と被験者が対面

する環境を設定し,その中間点にターゲット
となる把持物体(直径 4.5cm,高さ 12cmの円
柱)を設置した.また,ターゲットの左右 15cm
の位置に LEDをそれぞれ設置した.実験は
0.5kHzもしくは 1kHzのいずれかの予告音に
よって開始された.0.5kHzの予告音が呈示さ
れた試行では,続く運動開始音を合図に実験
者がターゲットに向けて左右いずれかの腕
を伸ばし,それを把持した.運動開始 500ms後
に時々左右いずれかの LEDが点灯した.被験
者は常にターゲット中央の固視点を注視し,
点灯した LEDに素早く眼を向けることが要求
された(サッケード課題).他方,1kHzの予告
音が呈示された試行では,続く運動開始音を
合図に被験者がターゲットに右腕(利き腕)
を伸ばし,それを把持した(把持運動課題).
被験者の右腕(利き腕)は,対面する実験者の
右腕と解剖学的な対応があるのに対し,実験
者の左腕とは鏡像関係で対応する.本実験は,
被験者が実験者の到達把持運動を観察して
いる際の空間的注意をサッケード潜時から
検討した. 

 
【実験 3-a】腕の到達把持運動が身体近傍空
間に及ぼす影響 
10 名の右利き被験者が実験に参加した．机

座位の被験者の眼前 40 cm，机上 30cmの位置
に LEDを内蔵した円柱（直径 2cm×高さ 7cm）
を設置した．被験者の示指と母指にディスポ
ーザブル電極が貼られた（右図）．実験は二
重課題法を用い，主課題は電気刺激装置によ
り示指もしくは母指に加わる電気触覚刺激
（duration=100μs）の選択反応課題であっ
た．反応は右足に置かれたフットスイッチを
用い，示指の刺激に対しては爪先の挙上，母
指の刺激に対しては踵の挙上を求めた．副課
題は，机上のボタンスイッチを示指で押した
数秒後に呈示される予告音（0.5 kHz）によ
って開始された．被験者は，予告音の 1.5～
3.0 s 後に呈示される運動の開始音（go 
signal; 1 kHz）を合図にしてスイッチから
示指を離し，円柱に腕を伸ばして示指と母指
でその上下先端部を把持した（下図）．触覚
刺激のタイミングは，①開始音呈示前に加わ
る Before条件，②運動開始直後（スイッチ
のリリース）に加わる Start 条件，③運動開
始 200ms後に加わる Execution条件の３条件
から試行毎にランダムに選択された．さらに
触覚刺激と同時に，円柱の LEDが 200ms 点灯
する Visual 条件と点灯しない No visual 条
件が試行毎にランダムに選択された．被験者
には，Visual 条件の視覚刺激は課題に無関係
であり，それらを無視するよう求めた．３次
元動作解析システム（The Motion Monitor; 
IST）により，試行中の示指，母指および手
関節の位置が 100Hzで計測された．実験は左
右の腕でそれぞれ実施された． 
 
【実験 3-b】腕の到達把持運動が身体近傍空
間に及ぼす影響 
12 名の被験者が新たに実験に参加した（右

利き 10名，左利き 2名）．主課題は実験 3-a
と同様に，電気刺激装置によって示指と母指
に 100μs加わる電気触覚刺激の選択反応課
題であった．副課題は，ボタンスイッチから
40cm離れた机上に水平に置かれた円柱に向
けて腕を伸ばし，示指と母指で把持すること
であった．円柱の手前 20cm および奥 20cm の
位置に LEDが設置された．実験１と同様のタ
イミングで呈示される触覚刺激と同時に，手
前の LED が 200ms点灯する Near条件，奥の
LEDが点灯する Far 条件，LED が点灯しない
No visual条件が試行毎にランダムに選択さ
れた．実験は左右の腕でそれぞれ実施された． 
 
４．研究成果 
【実験 1】 
実際のスイッチング動作で見られるサッ

ケード潜時の左右差と同様の結果が，運動観



察中にも認められた．すなわち，右手の
Switchingおよび Reachingを観察中，サッケ
ード潜時は左側の方が右側よりも有意に早
かった．このような左右差は，腕の運動を全
く行わない映像（No Movement）では観察さ
れなかった． 

 
【実験 2】 
実験者が腕の到達把持運動を全く行わな

い統制条件では,被験者の左右のサッケード
潜時に差は認められなかった.また,解剖学
的に一致する右腕で行う到達把持運動の観
察中も左右差は無かった.これに対し,鏡像
関係で一致する左腕で行う運動を観察中で
は,ターゲットの右側へのサッケード潜時の
方が左側よりも約 20ms程早い傾向が観察さ
れた.このような結果は,鏡像関係で一致す
る腕の到達把持運動の観察が実験者の運動
表象を活性化し,このことが空間的注意に影
響を及ぼした可能性を示唆する． 
 
【実験 3-a】 
Start 条件および Execution 条件の触覚反

応時間は，視覚刺激の同時呈示によって示指
の方が母指よりも早くなった．この結果は，
手指の身体近傍空間が到達把持運動に伴っ
た把持物体周辺に再マッピングされること
を示唆する． 
 

【実験 3-b】 
 示指－母指間の触覚反応時間の差は Far条
件では観察されたのに対し，Near 条件では認
められなかった． 
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